
           

 

 
 
 

 
 

校長 小松 幸恵 
暖かな春の日差しの下で令和８年度の松岩小学校がスタートしました。今年の新入生は

２９人、全校児童２５５人です。教職員２９名（常勤、非常勤含む）が「チーム松岩小」と
して、子どもたちの笑顔が輝く「明日も来たいな！」と思える学校づくりに、精一杯取り
組んでまいります。 
学校教育目標は下記の通りです。「正解のない時代を、自らの力で、志高く生きてほしい」

という願いを込め、そのための素地を育む教育活動を行ってまいります。 
 

令和８年度第１学期の始業式に当たり、私から子どもたちに本校が目指す児童像とその
達成に向けて頑張ってほしいことを話しました。式辞の一部を紹介します。 
「やさしく かしこく たくましく」を頑張ることで、一人一人に居場所がある、安心

できる学級、安心できる学校になります。２５５人のわかばっ子と共に、「一人一人の笑顔
が輝く、明日も来たいと思える楽しい松岩小学校」をつくっていくこの１年を楽しみにし
ております。 
保護者の皆様、今年度も御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

この一年のスタートに、松岩小学校のみなさんに「こんな子どもになってほしいなあ」と

思う「目指す児童像」を一緒に確かめたいと思います。 

一つ目は 『やさしく』  これが一番大切です。相手のことも自分のことも大切にして、

優しくしたり助けたり、お互いの話を聴き合ったりしてください。 

二つ目は 『かしこく』  皆さんは、進んで勉強に取り組み、自分から考えたり伝え合

ったりしていますか？『かしこく』なるには、「めあて」をもつことが大切です。なりたい自

分の姿を考え、そのために何をするかを自分で決めて、努力できるといいですね。 

三つ目は 『たくましく』  健康に気を付けたり、進んで外遊びをしたり走ったりして、

たくましい体をつくりましょう。たくましいのはもう一つ、心も同じです。なりたい自分を

めざして挑戦し、できるまで粘り強く続けることで、皆さんは自分らしく、大きく成長しま

す。チャレンジし、やりぬく強い心を育てましょう。 

 

学校教育目標  志を持ち、やさしく、かしこく、たくましく生きる児童の育成  

【目指す児童像】  心を磨き、頭を磨き、体を磨き、未来に向けて「輝く自分」に 

         やさしく  自律、思いやり、礼儀 

         かしこく  進んで学ぶ よく考える 的確に表現する 

         たくましく 進んで鍛える 粘り強くやり抜く 

【目指す学校像】  活気にあふれ、自分らしく成長できる学校 

あかまつ   
４月１日現在在籍数 ２５５名 
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